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1.発 端

東北地域を歩いていて考えたことに,広 大な地域のわ りに居住する民族の種類が少ないこ とが

ある。これに対 して広西壮族 自治区 ・貴州 ・雲南な どの南部地域は多数の民族が数えられている。

雲 南省の場合では,25の 少数民族を数えその人口は全体の1/3を 占める。それ だけに雲南や 貴州

のガイ ドブヅクのほとんどは,こ の地域に住む少数民族の解説にかな りの頁を費や してい る。こ

の ことに示されるように,南 部地域の特徴は,さ まざまな民族とその民族によって育まれた独 自

の文化が存在することである。南と北 とい う相違はあるにせ よ,同 じ中国の辺疆地帯でどう して

このような相違があるのか,東 北出自の満洲族政権であ る清朝の南部地域に対する民族政策 の影

響がなぜ今にまで及んでいるのかなどの疑問を,現 地を歩きなが ら考えてみたかったことが,こ

の旅行の一つの契機であ る。

もう一つはよ り具体的な問題,す なわち貴州 ・雲南に満文石碑や呉三桂の史跡な どが残されて

い るのかどうかということである。これまでも 〈清朝政権に参加 した漢人の様相〉 とい う研 究課

題 を設定 してきただけに,清 朝の入関に多大な役割を果た しなが ら,三 藩の乱で反乱者 とされた

尚之信や歌精忠それに呉三桂をめ ぐって,彼 らが勢力を振 るった広東 ・福建 ・貴州 ・福建な どに

どんな史跡が残 されているかには,大 きな興味がある。そ してまた東北 ・満洲の東北夷の政 権 と

文化を代表する満洲語が南蛮にどう受け入れ られたのか,そ の痕跡 を探 し出 したい とも思 った。

ところで,こ れまで目に した東北地域における呉三桂の史跡は少な くはない。清軍の入関をめ

ぐって睿親王 ドルゴンと呉三桂が会見 したといわれる 〈威遠堡〉の土塁の上に立ち,南 方指 呼の

間に山海関の城門を望みなが ら,明 清交代の転換点がひっそ りと忘れ られていることに感慨 を覚

えた 《1988年8月 》(以 下,《 》内に史跡 を見た年月を記 す)こ とを始め,つ い最近では遼寧省博

物館 の旧本館入口階段下に置かれているr定 遠大將軍』 と号された 「崇禎拾五年拾 貳月吉旦」鋳

造銘がある紅衣砲は呉三桂 が鋳造させたであ ることを知 った 《1999年8月 》。吉林社会科学院 の李

治亭教授は呉三桂の 「昭武」,呉 世珞の 「洪化」年号のある呉氏の銭 を見せて くださるとともに,

「三藩の乱の終結以篌,黒 龍江には呉三桂の配下が流され,そ の子孫が沢山残 っている」 と教 え

て くださった 《ig88年8月 》。呉三桂の鋳造 した銭については,伊 通満族郷 の成立と共に発刊 され

たr伊 通満族一一一一ITUIMANJUBEYA-一 一一一一』fiG刊号(1989年8月)に 掲載されていた 《1989年8月 》。

しか し伊通の満族博物館 に赴いた時に,天 聡銭の展示はあったが呉三桂銭は見あた らなか った

《1996年9月 》。呉三桂配下の壮丁が東北に流されたことについて,当 時r北 方文物』の主編 であ

一67一



った呉文銜氏や編務室主任 の曲守成氏から 「呉三桂軍団の壮 丁は斉斉哈爾か ら愛琿に至 る駅の駅

丁(站 丁)に 充 当され,そ の子孫は今も家譜を持ってい るなど,呉 三桂配下の壮丁の子孫である

ことがはっきり判 る」 との話を聞いたが 《1989年8月 》,斉 斉哈爾か ら愛琿に至 る駅站の走ってい

た富裕県では,富 裕県老幹部局の鄭化寧氏か ら 「呉三桂配下 の壮丁が富裕及びその周辺の姑丁と

なったので,富 裕地方には現在でも雲南,貴 州の服装や習慣 が残 っているし言語 も相違する。 こ

のような集落は4カ 所確認できる」 との話を聞いた 《1990年8月 》。また,琿 春市郊外の三家子満

族郷古城村で医療衛生所所長の関吉勝氏は 「私の家は琿春で200年 くらい続いたが,そ の昔の故

郷は遼南であ り,故 郷では遼南を 『小雲南』と呼んでいるJと 話 して くれ た 《1995年9月 》。

呉三桂の銭や壮丁 を通 じて東北各地に伝わった雲南の文化 を知 ると,貴 州や雲南に呉三桂の史

跡が残 されてい るのか どうかを知 りた くな る。多 くの少数民族が生まれ るに至った地勢を眺め,

呉三桂が権勢を振 るった地域の現状と史跡,ほ とんど期待は出来ないであろうが碑文な どに残さ

れた満洲語文化に巡 り会うことを考えながら旅立った。なお,こ の調査は2000年1月8日 北京発貴

陽着,以 後車で貴陽か ら安龍を経て昆明に至 り,更 に昆明か ら大理を経て灑西(芒 市)へ,そ し

て漣西から昆明を経て北京に1月22日 に戻 るまでの15日 間で あ り,毎 年の調査で助力 を得てい る

哈爾濱市社会科学院王禹浪研究員との二人旅で行った。

以下にこの調査で得 られた呉三桂に関連する史跡,出 向 く前は期待 もしていなかった南明政権

永暦帝の史跡,そ してわずかに残 されていた満文対聯を中心に,貴 州 と雲南の明清史跡の現状を

報 じてお く。

2.貴 州

貴州 と雲南の社会科学院には哈爾濱市社会科学院賈院長か ら,我 々が呉三桂 の史跡や満文史料

を求めて訪れ ることを連絡 してもらっていた。貴陽に到着後,王 禹浪氏は貴州社会科学院に連絡

して くれるが,こ の地には明清研究者が多 くな く,余 り芳 しい情報は得 られない。西安に行って

八旗駐防の後を尋ねて冷笑されたように,こ こでは少数民族の歴史が中心で呉三桂などは興味の

対象外 らしい。呉三桂に代わ って得 られた情報は永暦帝をめ ぐる史跡 が安龍に残されていること

である。

〈貴 州 省博 物 館 〉

歴史部門と民族部門の2部 門に大別されているが,歴 史部門では貴州が東漢時代か ら発展 して

いた ことをうかがわせ る出土品の展 示が多い。展示されていた文書の1つ 『誉 黄』は,清 末に楊

龍喜が反乱 した時の詔書であ るが,詔 書の中に 「大明江漢八年」 と明の復興を主張する年号を記

し,詔 書の文章 には激 しい反満洲族感情が記されていた。
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〈貴州 城東 門 〉

社会科学院や博物館の情報,ガ イ ドブヅクにも貴州城の城壁や城門が残 されてい ることな どは

全 く記されていない。チ ャーター したタクシーの運転手が貴州城東門が残ってい ることといい,

案内 して くれた。壅門の名残を示す狭い曲が りくねった道に入 り込む と,か な り巨大な城壁 と城

門が残っている。修後された城壁と城門の上には文昌閣が建て られている。文昌閣の周辺の壁に

は 「康熙三十一年文昌閣重修碑文Jな ど数本の漢文碑文がはめ込まれ残 されている。

その後で西門のあった場所 にも行つてみたが,繁 華街のまっただ中であ り城門の痕跡 もない。

ただ門のあった外側にはかつての護城河であった河が今も流れていた。

〈甲秀 楼 〉

明代建築の三層楼 閣として観光名所となっているが,歴 史的な興味を惹かれるものはなか った。

一巡 した後にお土産売 りのおばさんに勧め られて2階 の古衣装売 り場 に登
ってみ ると,吹 き抜 け

の天井の横梁に 「永暦 乙未年孟秋月吉旦火器営都督??建 」(??の2字 は薄暗 くて読 め なかつ

た)と 大書されていて,甲 秀楼が南明永暦政権の下で乙未年すなわち順治12〈1655)年 に建 立 され

たことを示 していた。

〈清 岩鎮 の 明清 古 建 築 〉

貴陽市の南30㎞ ほ どにあ る清岩鎮は,咸 豊ll(1861)年 に勃発 した 「清岩教案」で知 られ てい

るが,同 時に明清時代の建築が多数残っていることで有 名らしい。社会科学院歴史研究所で 貴州

出身の何応欽を研究する熊先生の案内で訪れた。鎮の始ま りは洪武年間といわれていて,清 代に

は貴州城南部の交通の要衝を占め る城塞であると同時に交易所 として繁栄 した。訪れた 当 日も農

業市が開かれていて,古 建築の並ぷ街区に至る狭い通路は歩 くのがやっとの大雑踏であ った。

清岩鎮の地名が示す ように付近か ら青みがかった石材 を産出するので,面 積3k㎡ 余 りの鎮 の周

囲は石積みの城壁で囲まれ,曲 が りくねった鎮内の道や階段 もほ とんどが石葺きであ る。城 壁に

は修復 された南門(定 広門)を は じめ として東西南北の4門 が設けられ,門 の内側 には4柱3間 の

石造 りの牌楼が建ってい る。城内には9寺,8廟,5閣,2祠,1院,1宮 という多数の寺廟 な どがあ

るほか,青 瓦を葺いた木造の商店が建ち並ぷ通 りは,東 北では見あた らない習俗,面 影 が認 め ら

れる。清末に状元となった趙以炯の 〈故居〉は小さな博物館 となっていて清岩鎮の歴史 を展 示 し

ている。この博物館 にも短時聞歩き回った場所にも石碑,碑 文の類を見つけることはで きな か っ

た。
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3.安 龍

〈貴 陽 か ら安 龍 へ 〉

当初の予定を変更 して永暦帝の遺跡が残 っているとい う安龍を経由 して昆明へ向か うことに し

た。貴陽を出発,途 中で安順に立ち寄 り,躍 動的な龍の彫刻のある柱で名高い 〈安順文廟〉を見

学する。花江を過 きると標高1400瓰 まで登 った後に900m余 りを急降下,撮 影禁止の花江橋で北盤

花河を渡 り,再 び700m余 りを登 り返す。北盤花河はやがて紅水河,西 江と名前 を変えて広東省

か ら南シナ海に流れ出るが,盤 花河より西側を流れ る河川はメコン,サ ル ウィン,イ ラワジ河に

流れ こみベ トナムやタイ,ミ ャンマーを経て南の海に流れ出る。盤花河に見 られ る深 く刻まれた

渓谷は南部に一般的であるが,こ れらの河川は,そ れぞれ別の国家 ・文化圏を構成する下流の平

野 部に合流する。東北の河は低い山脈(嶺)の 間のなだ らかな谷間を流れ,各 支流の間や支流か

ら本流へ往来 しやす く,流 域全体が一つの文化圏に結節 している。閉鎖され孤立する流域 と,開

放 的で融合する流域の相違,す なわち南では別の流域 と交われない孤立的な流域に居住 している

ため,多 数の孤立 した民族 を生み出 したのかも知れない。このようなことを考えながら夜遅 く安

龍 に到着 した。

〈安 龍 〉

安龍は明代に土司土官の統治 した所で元来は安隆 と称 していたが,順 治9(1652)年 に孫可望が

永暦帝を迎えて安隆を安龍府 と改称,そ れが今の地名の始まりである。孫可望の処遇に堪えかね

た永暦帝は孫可望の下 を離れて李定国の下に走 り順治13年 には雲南に逃れ た。順治15年 になって

安龍が清軍の支配下に入ると安籠所と改め られ,呉 三桂の反乱で も呉軍 と清軍の争奪する場所 と

な った。このような歴史のある安龍を,宿 泊 した双龍酒店の主人の妹である朱おば さんに案内 し

て も らいながら,三 輪タクシーで動き回って南明政権永暦帝の史跡を訪ねた。

〈招 堤 〉

康煕33(亘694)年 に安龍鎮遊撃の招国遘が治水のために自費を投 じて堤 を造ったことが名前の

由来であるが,堤 そのものよりも張之洞の 『半山亭記』などここを訪れた文人の碑 記が多数ある

こ とで有名。 この近 くに 〈永暦王妃墓〉があるというので訪れたが,所 在は不明であった。

〈明 十 八 先生 墓 〉

永暦帝が李定国の下に走ったため,孫 可望は順治ll(1654)年 に永暦帝の侍 臣呉貞毓など18人 を

殺害 して街頭にさ らした。逃れた永暦帝 と李定国はその忠節を悼み弔い,更 に清朝も孫可望 と李

定国の抗争の犠牲者 として追悼 して墓所を祀 った。中華民国になると国民党中央行政院や貴鮒省

政府 も祭葬に手を貸 し,民 国31(1942)年 には当時中央軍事委員会委員長の蒋介石が 「碧血千秋」
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の碑文を寄せている。この他にも多数の国民党幹部が碑文を記 していてそれが崖に刻まれ

清末民国になってか らは永暦=明=漢 に忠節を尽 くした ことが評価されたようである。

〈院 試建 造 物 と永暦 行 宮 〉

十八先生墓にある文物管理所で,こ れ以外に永暦帝をめ ぐる遺跡は何もないといわれた

おばさんは三輪タクシーに乗って小高い丘の上の安龍第一中学校敷地に隣接する院試跡1

行って くれた。四方を山に囲まれた小 さな盆地である安龍 の町を一望する高台であるこの

元来,永 暦帝の議政所である文華殿や后宮があった場所 で,そ のため住民はここを 「行宮

んでいるという。清代 には総兵の役所などが置かれ,後 に兵火で焼失,道 光年間に院試 を

物が建て られ,そ の一部が今も残っている。付近には立派な天主教 と基督教の教会があ

帝 皇后 との天主教信仰の関係 を想わせたが,県 志に よればキ リス ト教の進出は民国時期で

いう。清末の動乱の犠牲 となった 〈万人墳〉を回 り双龍酒店に帰 る。

〈安 龍城 壁 〉

安龍の城壁は町を囲む市街地内の城壁ではなく盆地を囲む山稜に造 られている。興義へ

街道か ら山道を徒歩でたどり,畑と墓に使われている斜面を登 りつめて稜線の一角にたど

安龍盆地か ら標高で400m余 りの山並みには南門跡 とそれに続 く立派な石垣の城壁が残 っ

山並みに囲まれた盆地の城壁は,東 北の平野が広がる中に設け られた城壁や山城の拠点を

壁 とは相違することを実感する。

4.昆 明市 内

昆明に到着 して雲南社会科学院に連絡するが,歴 史研究者は現代史が中心で明清の研究

に退職 して しまったとのことで昆明をめ ぐる清朝史跡の現地情報は入手できない。博物館

情報を得なが ら昆明の史跡を訪ねた。

〈雲 南 省博 物館 〉

ガイ ドブ ヅクには 「地方史の展示が充実 している」とあったので期待 して赴いたが,現

南地方史部門は展示 していない。仏教部門では大理 を中心に した漢族 とは相違する仏教文

青銅器部門では殺人柱 をかた どった銅鼓など演池文化の展示が充実 している。館員に聞 く

殿〉に呉三桂史料が多い とのことである。

一71一



〈金殿 〉

昆明市北郊の鳴鳳 山にあ り,世 界花博覧会場はこの近 くで開催 されてい る。鴫鳳 山中腹には万

暦30(1602)年 に雲南巡撫陳用賓が武当山を模 して大和宮を創建 したことに始まる道教寺院群があ

る。寺院群一番奥の紫禁城 と呼ばれる地域に,呉 三桂が康熙10(1671)年 に寄進 した銅製の眞武殿

があ る(銅 製であることか ら金殿と呼ばれる)。 総量250ト ンの銅 を使用 した とい う2階建ての金

殿の梁 には 「大清康煕十年歳次辛亥大呂月十有六 日之吉平西親王呉三桂敬築」と大書されている。

近 くの天師殿文物陳列館には,呉 三桂の使用 した長さ2m余 りある 〈三桂大刀〉(大 官刀)が 展示

されている。また 〈呉三桂 と陳円円〉と題する展示があり,昆 明に広 く伝え られる呉三桂 と陳円

円の故事を30幅 の絵で説明 している。第1幅 が陳円円のは蘇州出生で始ま り,第30幅 が呉三桂の

死優,清 軍の昆明入城 と陳円円の蓮花池入水自殺で終わることが示すように,主 人公は呉三桂で

はな く陳円円である。

〈蓮 花 池 〉

呉三桂が陳円円のために造営 し,陳 円円が入水 自殺 した場所 とされているが,特 に表示がある

わけではな く,表 通 りか らは全 く見えない。食堂の建物を通 り抜けて池畔 に出ると,池 の中に陳

円円の故事が記さた石塔が建てられていた。また食堂前の駐車場の一角に康熙年間に建て られ,

文革の最中に破壊された という陳円円を描いた石碑(本 来2つ で一対だったが今は1つ だけが探 し

だされた)が 置かれていたが,摩 滅 していてほとんど読めない。

〈五 華 山 〉

昆明市内で一番高い場所であ り,元 の時代山頂に五華寺が創建されたのが始 まりで,明 代には

王府 が置かれ,明 末には李定国に迎えられた永暦帝の宮殿が建てられ,呉 三桂 もここに宮殿を設

け,今 は雲南省人民政府が設け られている。歴史の転変 と呉三桂の栄華を偲ぶためにも是非訪れ

たかったが,衛 兵に政府弁公室があ る場所には無用の者は立ち入れないと断 られ,山 の下か ら引

き返 した。

〈永 暦 帝殉 難處 〉

呉三桂の手で ミャンマーか ら連れ戻された永暦帝は五華山の西側の金蝉寺に拘留され,こ こで

自縊を迫 られ殺害された という。博物館の写真には金蝉寺のあった場所に建て られ た 「明永暦帝

殉難處碑」の写真が展示されていたので,昆 明でも古い町並みの残 る青雲街で金蝉寺址 を頼 りに

碑のあ る場所を探 したが,こ の一帯には開発の手が加えられていて,探 し当てることができなか

った。
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〈大華 寺 〉

昆明の西15㎞ にある演池のわきにそびえ る標高250(im余 りの大華山山中にある元代創建 の仏

寺。創建を記 した元代に造 られた石碑が保存されてい るが,台 石はともか く碑文そのものは篌か

らの模刻であろう。明の雲南鎮守国公沐英の後裔が,こ の寺を自分の家廟 とみな して保護 してい

た。 さらに康熙27(1688)年 には,雲 貴総督范承勲が呉三桂の五華山王府を壊 し,そ の材料を ここ

に運んで大華寺重修の材料 とした。五華山から移 されたものの一つが山門の外側にある石牌楼で

あるという。昆明市内の五華山か ら遠 く離れた潰池の山中に,こ のような石材を運ぶために はけ

た外れの労力が必要であったと想像されるが,何 が目的でそのような作業を行ったのであろ うか。

〈雲 南 民族 博 物館 〉

演池畔に広がる休暇村の中にあ り,広 い敷地に立派な展示館が建ち並んでい るが見学者は全 く

いなかった。雲南地方の少数民族 について,「 少数民族の社会形態 と改革 と発展」「民族服飾 と

織物工芸」「民族の祭日文化と民間楽器」な ど7つの主題 に分 けて展示 しているが,ト ーテ ムや

仮面 ・民間信仰な ど興味の惹かれる展示が多い。主題の1つ に 「民族文字古籍」があ り,こ の1室

には植物 を利用 した文字や彝語の新訳聖書 ・契丹文字の拓本 と並んで,鎮 雄県南台で採 集 した と

説明のある 「恵無疆」満漢合璧の対聯の拓本が展示されていた。明 日は北京に戻るという日に,

満洲語文化が雲南にも及んでいたことを示 している対聯に出会 ったことに感慨 を覚えた。

北京で会 った承志氏にデ ジタル ビデオカメラで撮影したこの対聯の拓本を見ても らい,満 洲人

の対聯の風習について問うたが,対 聯の風習は知らないとの こと。帰国後にあまり写 りの良 くな

いデジタル ビデオの画像 を基に,承 志氏に満漢合壁対聯の解説をお願い したのが,本 号掲載の 「雲

南満文対聯解説」である。

5.大 理 城 と南詔 国城 址

〈大 理城 ・南 詔 国 城址 ・巍 山古城 〉

昆明の演池を横 目に飛び立った飛行機は30分 余 りで泪湖を見なが ら大理空港に着陸す る。城 壁

に囲まれた大理城は観光地 と化 しているが,城 内にある大理城博物館には順治年間鋳造の紅衣砲

が置かれていた。或いは呉三桂軍が持参 したものだろうか。

大理の南は230(㎞ 余 りの峠を越 えて巍山彝族回族 自治県に入 ると,「 アヘン毒品取 り締 ま り」

の標語があちこちに大書され,〈 黄金の三角地帯〉に近 いアヘン密売地帯を思わせる。紅河の流

域にある南詔国の古城を訪れたが,麦 畑の中には西壁と北壁の址や宮殿址 らしい中央大地が残 っ

ていて,こ の周囲では瓦や陶器を表面採集できる。

古城鎮から車で10分 余 り走ると,巍 山県の中心部でもあ る巍 山鎮に 〈巍山古城〉があ る。こ こ
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は洪武年間に開かれた街 とい うが,北 門鼓楼(こ こに文物管理所 があ る)と 鐘楼が残 っていて,

この問を結ぷ歩いて10分 ほ どの中心街路両側の建物は古い様式を残 している。近 くの図書館には

石碑が保存されているというので訪れたが,新 しい施設に移転するため撤去 して しまったとの こ

とで,石 碑を確認することはできなかった。

6.{路 西(芒 市)

〈大 理 か ら瀦西 へ〉

大理 を車で{ll発し下関か ら高速道路に入 るが,高 速道路は10分・ほ ど走った平波付近で終わって

しまい,後 は高速道路建設中の悪路 となる。この道は怒江 ・サルウィン河沿いに ミャンマーまで

続 く淇緬公路であ り往時の援蒋ルー トでもあるが,こ の付近では谷底 と峰の問の高度差100(hn余

りのア ップダウンを繰 り返す、走っているのは トラックがほとん どで,工 事車が落 としたのか道

の真ん中に大きな石が落ちていてかな り物騒な道であった。永平で濁流の怒江支流 を渡 り,こ こ

か ら怒江沿いに保山を目指 す。保山は怒江の両岸に広がる平野地帯。最近建ったらしい保山博物

館 は月 ・火曜日が休館,ね ばったが責任者が不在で鍵が開かず断念す る。

保 山から龍陵,灑 西(芒 市)を 目指 して次第に高度を下げてい くが,高 度が下が るに したがい

バ ナナ畑が広が りパパイヤが実を付けている。日中戦争で戦略拠点と して 日中両軍が奪い合った

怒 江の渡河点には,怒 江大橋(恵 通橋)が 深い谷底に架けられている。ここでは人民武装警察の

検 問が行われていて,こ の地域外の中国人である王禹浪氏のみが50元 の入域料 を徴収 される。谷

底 か ら山頂まで再びiOOOm余 りの高度差を登 り返すが,途 中の段 々畑では1月 なのに もう小麦が

穂 を出 している。龍陵を通過 すると徳宏泰族景保族自治州に入 り,怒 江流域の平野部 とな り,ア

ップダウンも無 くな り,道 も良 くなって拠点とする灑西に到着 した。

〈瀦西 か らミ ャ ンマ ー国 境 へ〉

漣西からミャンマーとの国境 貿易の街である瑞麗市街を経て,郊 外にある ミャンマー との出入

口の弄島へ出向 く。ここには国境検査場があ り,土 地の人は簡単な手続きで河を渡 りミャンマー

に行 くらしい。我々も30分 間で往復することを条件にサル ウィン河の支流瑞麗河が見え る場所ま

で 行 くことが許可される。広い河畔の一角には中緬両国の友好記念碑が建 ち,ゆ った りとしたと

した流れを小舟で ミャンマーに渡っているが,人 も物も移動は閑散としていて,茶 店の音楽だけ

が騒 々しい。

瑞麗に引き返す途中で見つけたミャンマー式仏塔寺院に立ち寄るが,こ こでは全 く漢語は通 じ

ず ミヤンマー語のみ。どうや らこのあた りにある 「一塞両国」(一 つの村 に中国とミャンマー領

国 が同居 している)の ミャンマー地域に入って しまったらしいので慌てて引 き返す。
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瑞麗市街に戻 り国境往来 と貿易が行われている口岸に出向 くが,不 思議なことに国境の河の

ずのサル ウィン河の左岸も中国領で,河 を渡 った左岸の陸地に国境がある。ここで も両国の人

簡単な手続 きで往来 していて,緬 甸翡翠な どの貿易品を扱う商店が軒を並べている。

〈南甸 宣撫 司衙 門 〉

地図で溌西へ の道 をたどっていると,徳 宏泰族景保族 自治州に 厂土司衙 門」の地名を見つけ

灑西で尋ねてみたが何の情報も得 られない。ともあれ行ってみたいのだが灘西から土司衙門の

る梁河まで片道120㎞ 余 りあ り,昆 昵に帰 る飛行機はi塒 発,あ とは運転手次第である。運転

の張さんは霧が濃 くなければ往復することはで きるだろうか ら行ってみようといって くれ る。

朝に出発 したが昨日同様の濃霧,幸 い梁河への道は次第に高山地帯に入って標高が高 くな るに

れて霧が晴れる。曲が りくねった山道は しっか り舗装 されていて対向車もないままに飛ば し,

時間30分 余 りで梁河に到着する。

町の人に土司衙門 と聞いてもなかなか解 らない。行 きつ戻 りつ して探 し当てた 〈南甸宣撫 司

門〉は町の真ん中にあった。

入場券を買って入 り説明を聞 く。正統9(1444)年 に始 まる南甸宣撫司は各地を転々としてこ

地域に衙門を定め,何 度か改築されたが現在の建築は咸豊元(1851)年 に建て始め,以 緩80年 余

かけて完成 したものであ り,現 在は国家級文物の指定 を受けているという。総面積7,760㎡ に1

間余 りの建築群,四 合院風の申庭のある正堂の他に戯楼や花園,食 料庫や軍需庫,馬 屋や監獄

で備えた規模壮大な建築である。

土司制度が開始 された鴫代以来,明 清の交代,清 の滅亡と辛亥革命,日 本軍 による芒市占領

日本の敗退 と国民党の支配,共 産党軍=解 放軍の進出 と中華人民共和国による支配 とい う激 し

変動にもかかわ らず,当 初の土司 「刀姓」がこの地方の有力者と して君臨 し生 き残 り続け,共

党政権の現在 も存続 してい ることが,土 司制度の特徴 を理解する鍵 とな りそうであ る。
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